
都市OSの創り方3 

BODIC.org: ビッグデータ&オープンデータ 
蓄積・分析・活用編
後藤孝行 1 


Trouvé Antoine 2,3


村上和彰 1,2,3


1. 九州大学共進化社会システム創成拠点

2. 九州大学大学院システム情報科学研究院情報知能工学部門

3. 九州先端科学技術研究所

http://bodic.org/


BODIC.org（Big data & Open Data In the Cloud）
• データレポジトリ（蓄積）プロジェクト

蓄積

分析

活用

BODIC.org

多様なデータ 多くの人が活用

データ 
視覚化
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発表概要

• 蓄積：多様なデータを扱うには？ 

• 分析：データをどのように理解？ 

• 活用：都市をプログラミング！



蓄積：多様なデータを扱うには？



データ蓄積に伴う課題 プライバシ
ライセンス

データの性質，構造，利用に応じて 
求められるシステムが異なる

スケーラ
ビリティ

利用者・データ 
の増減に対応

I/O性能

1秒～数年の 

異なる更新頻度

データ 
モデル 構造を決めると検索性

向上，決めないと柔軟

多様な 
データ

後から柔軟 
に追加
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現在のデータ

TeaScoop TeaPot

データ P-Senセンサデータ

（人流・温湿度）

公共施設等情報

行政統計


生活情報（防災・
イベント・環境）

更新頻度 1秒~20秒 1時間～1年



TeaPot システム構成

・ 自動バージョン確認
・ 手動加工が必要な
ファイルもある

ロード
バランサー
(nginxを利用)

公共施設データ公開サーバー

Triple 
StoreApache Fuseki

SPARQL

クレンジング／
LOD化

（Rubyを利用）

マッシュアップ
アプリケーション
（コンテストのアプリ、
実証実験アプリ等）

Apache 
TDB

生データ
(CSV,XLS)

Mongo
DB

Geographic 
Data

RDF File
(Turtle)

JSON 
File

MongoDB
GeoJSON API

HTTP

API エンドポイント
カスタムサーバー

(node.jsを利用)

SPARQL API（読込み専用）

地理的API（読込み専用）

イベント・コメント登録

福岡市 CKAN Portal
(http://ckan.open-governmentdata.org)

公共機関等

HTTP API

アクセス
ログ イベント・コメント公開サーバー

Mongo
DB

Event 
Data

ユーザー管理・認証サーバー

Mongo
DB

User 
Data

ユーザー登録

スケーラビリティ対策
・冗長サーバーを立ち上げる
・ロードバランサーを行う
（APIエンドポイントを利用）

スケーラビリティ対策
MongoDBのスケーラビリ
ティ機能を利用（冗長、
シャーディング）

スケーラビリティ対策
・冗長サーバーを立ち上げる
・ロードバランサーを利用する

外部仕様書によるAPI

カスタムAPI

ユーザー認証
・APIキーの確認



TeaScoop システム構成

Message Broker

kinesis-bridge
Service for real-time  

processing of 
streaming data

Data Store

KVS

MQTT

File Storage

Web browser

Mash-up
Application

Statistical analysis 
software

Web API

Sensor 
Management

Data Store

Data Catalog

RDB

P-Sen

S3

PostgreSQL

Kinesis App

DynamoDB

EC2

Kinesis



P-Senシステム構成図
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蓄積についてのまとめ
• 多様なデータを扱えるようにするため性質の異なるデー
タベースを組み合わせたシステムを構築 

• 高頻度の更新が要求されるセンサデータから，施設デー
タのように多くの属性情報を持つ構造化されたデータ
まで対応可能 

• TeaScoop，TeaPotのシステム連携の実現，また扱う
データを増やしていく予定



分析：蓄積したデータの理解



分析目的
• 蓄積データの理解 

• データの視覚化 

• モニタリング



TeaPot デモ１: 公共施設情報提供サービス

http://teapot-test.bodic.org/apps/app1_dZZRYTyGWvIqpnjGooCxFXtE.html


TeaPot デモ２：公共施設白書サービス

http://teapot-test.bodic.org/apps/app21_dZZRYTyGWvIqpnjGooCxFXtE.html


TeaScoop デモ：センサモニタリング

http://psen.bodic.org/psen/010


TeaScoop

• ほぼリアルタイムのセンサモニタリング 

• センサの状態確認 

• 行動調整を期待 

• 多くのユーザが確認することで混雑を回避



分析のまとめ
• 蓄積したデータをユーザに理解させるためのデータ視覚化サービスを構
築 

• Webアプリケーションとして実装 

• Webの特性を生かした展開が期待 

• 例：分析結果の貼り付け，コミュニティ 

• 行動調整にはモバイル端末での確認が必要 

• 小さい画面，一瞬で状態を理解するインタフェースデザイン



活用：都市をプログラミング



都市をプログラミングするとは？
• 情報利用の多様化 

• 多様な要求を満たすサービスの実現は困難 

• ユーザ参加によるサービスの実現 

• Code for X 

• 地域の問題を市民自身が 
プログラミングによって解決



API：アプリケーションプログラミングインタフェース

• アプリケーションが外部のデータ取得，書込，機能操
作をおこなう仕組み 

• BODIC.orgで保存したデータを自分が作成するアプリ
使用可能に 

• TeaPotでは，SPARQLを利用できるAPIを用意

http://BODIC.org


SPARQL

• RDF用の検索クエリ

SPARQL Endpoint

prefix tpp: <http://teapot.bodic.org/predicate/> 

prefix tpt: <http://teapot.bodic.org/type/> 

prefix rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#> 

SELECT ?name WHERE 

{ 

 ?s a tpt:公民館 ; rdfs:label ?name 

} LIMIT 10

http://teapot-test.bodic.org/test_api.html


アプリコンテスト
• 総務省， 
ビッグデータ&オープンデータ研究会in九州（BODIK）， 
株式会社豆蔵 

• 受賞アプリ 

• Open Port 

• 公共施設，犯罪情報，大気汚染測量データ等を数値化
し，住みたいと思う条件に合うエリアを検索するサー
ビス



九大プログラミング
• すべての学生を満足させるサービス提供は難しい 

• 自分たちの問題は自分たちで解決できる環境 

• 多くの不満を伊都キャンパスにもっている 

• レポート：キャンパスの不満 

• ３８人（一人で複数の不満を記述）

やってられないよね



伊都キャンパスの不満
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食堂環境

キャンパスへの移動

キャンパス内の移動

図書館の利用状況

大学周辺施設の不足

講義情報の入手

売店，コンビニの不足
施設の温度

その他

その他： 
　交差点の混雑 
　回線負荷 
　エレベータの混雑 
不要な必須科目 
蔵書検索

定員オーバーで 
乗れない

バスの混雑

席が確保できない坂がやる気を削ぐ



混雑予想アプリ
• P-Senからの人流情報により混雑度を予想 

• 混雑度を提示することで学生に行動を調整してもらう 

• バスの待合，学食などで期待

センターゾーン 
のマップ

混雑エリアの表示



学務情報の補完的サービス
• リアルタイム休講情報アプリ 

• 台風や電車事故などにより，急な休講情報は共有され
ていないことがある 

• SNSにより情報を補完 

• 休講情報＋Twitterのつぶやき

プログラム環境だけでなく 
コミュニティも重要



Code for Kyudai

アイディアソン

主催：図書館教材開発センター

オープンデータディ2015 
2/21（土）

データソン



活用のまとめ
• ユーザが積極的にデータ活用できるようAPIを用意 

• 提供APIを使ったアプリケーションが作られるように 

• 九大伊都キャンパスの問題をプログラミングによって
解決する活動 

• プログラミング環境とともにコミュニティの育成 

• 学務データを取込，マッシュアップ環境の構築



BODIC.org まとめ
• 多様なデータを蓄積・分析・活用するデータレポジト
リプロジェクト，BODIC.orgを紹介 

• 非常に大きな構想 

• 機能を選別し「実際に使える」システムを構築


